


つがる水産振興ぷらん
　　　　　　策定にあたって

つがる市長　福　島　弘　芳

　つがる市の主要な施策として、基幹産業である農林水産業の振興が挙げられます。関連する

主な事業に「つがる」をブランドとして全国に情報発信するための一次産品・二次加工品・観光・

文化・イベント等あらゆる分野で取り組みを推進する「つがるブランド」や学校給食への食材

供給の拡大図り道の駅・地域の特産品センター施設等のネットワーク化による流通業者と連携

した地場産品の直営販売システムの構築を行う「地産地消」のまちづくり事業に取り組んでお

ります。

　また、つがる市には、第一次産業として、農業のほかに車力漁港、木造漁港を中心に沿岸漁業、

十三湖での内水面漁業が営まれており、つがる市に面する日本海は、古くから豊かな漁場として、

新鮮な魚介類を人々に供給し、つがる市の食生活、食文化を育んでまいりました。

　しかし、市民に供給されるシステムがないことや地元の水産業に対する認知度が低いなど、

せっかく地元で獲れた新鮮で美味しい魚介類が食卓にあがることは少ない状況となっておりま

す。つがる市では、車力漁港を中心とした周辺を水産振興ゾーンと位置づけ、日本海沿岸の良

好な漁場を有効活用した漁港・漁場の整備を推進し、「つがる市水産振興ぷらん」をもとに、水

産を核とした地場産業や地域経済の活性化を目指してまいります。

　　平成 21 年３月
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